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< フーリエ変換の定義 >

前ページの結果より

(∗) f(t) ∼ 1

2π

Z ∞
−∞
F (x)eixtdx ， F (x) =

Z ∞
−∞
f(t)e−ixtdt

が得られた。F (x)を f(x)のフーリエ変換という。また
1

2π

Z ∞
−∞
F (x)eixtdxをフーリエ

逆変換という。フーリエ変換にはいろいろな定義式があるが，このワークブックでは

(∗)式を用いることにする。

(注 1) 信号処理や通信理論の本では (∗)式の変数 xを ωで表す場合が多い。(∗)式の

かわりに

(∗)0 f(t) ∼ 1

2π

Z ∞
−∞
F (ω)eiωtdω ， F (ω) =

Z ∞
−∞
f(t)e−iωtdt

を用いる。tが時間を表す変数の場合に，ωを

角周波数という。tの単位が秒であれば，関数

eiωt = cos(ωt) + i sin(ωt)

は複素平面上の単位円を 1秒間に角度 ω だけ

回転する。

(注 2) フーリエ変換の別の定義式を紹介しておく。(∗)0式において

` =
ω

2π
， F(`) = F (2π`) =

Z ∞
−∞
f(t)e−i2π`tdt

とおくと ω = 2π`，dω = 2πd`より

1

2π

Z ∞
−∞
F (ω)eiωtdω =

1

2π

Z ∞
−∞
F (2π`)ei2π`t2πd` =

Z ∞
−∞
F(`)ei2π`td`

となるので，(∗)0は

(∗∗) f(t) ∼
Z ∞
−∞
F(`)ei2π`td` ， F(`) =

Z ∞
−∞
f(t)e−i2π`tdt

と書きなおせる。(∗∗)もフーリエ変換の定義式としてよく使われる。tが時間

を示す変数のとき，`を周波数という。関数 ei2π`t

ei2π`t = cos(2π`t) + i sin(2π`t)

の実部 cos(2π`t)と虚部 sin(2π`t)は基本周期が
1

`
である。tの単位が秒であれ

ば，1秒間に基本波形が `回現れる。


